
 

 

 

 

 

 

豊満神社下之郷の馬頭人 

―初午のビシャトウの行事を中心に ― 

 

福 持  昌 之 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

愛知川町史研究 第 1号 別刷 
愛知川町教育委員会 町史編さん室 

2003年 3月 



愛知川町史研究 第一号〈2003.3.〉 

― 1 ― 

 

は
じ
め
に 

 

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
知
川
町
豊
満
に
鎮
座
す
る
豊
満
神
社
は
、
か
つ
て

の
大
国
荘
の
総
社
で
あ
る
。
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
に
建
て
ら
れ
た

四
脚
門
（
惣
門
）
が
現
存
し
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

中
山
道
か
ら
豊
満
神
社
の
御
旅
所
（
愛
知
川
町
大
字
市
）
へ
向
か
う

分
岐
（
愛
知
川
町
沓
掛
）
に
は
、
「
籏
神
豊
満
大
社
」
と
彫
ら
れ
た
道
標

が
あ
り
、
「
ハ
タ
ガ
ミ
（
籏
神
）
サ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

神
功
皇
后
の
軍
旗
を
祀
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
豊
満
神
社
境
内
の
竹
を
軍
旗
の
棹
に
使
う
と
縁
起
が
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
字
市
の
御
旅
所
は
、
数
十
年
に
一
回

の
大
渡
り
に
使
わ
れ
る
が
、
毎
年
の
例
大
祭
で
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

祭
礼
行
列
は
大
字
豊
満
の
御
旅
所
ま
で
と
な
る
。 

大
国
主
命
の
ほ
か
、
足
仲
彦
命
・
息
長
足
姫
命
・
誉
田
別
尊
を
祭
神

と
し
て
い
る
が
、
神
功
皇
后
と
息
長
足
姫
命
と
は
、
神
話
形
成
上
の
関

わ
り
が
深
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
興
味
深
い
。 

 

一 

豊
満
神
社
の
氏
子
地
域 

 

豊
満
神
社
の
氏
子
地
域
は
、
愛
知
川
の
上
流
域
か
ら
順
に
、
上
之
郷
、

中
之
郷
、
下
之
郷
に
分
か
れ
、
豊
満
神
社
の
位
置
す
る
豊
満
は
中
之
郷

に
区
分
さ
れ
つ
つ
も
、
宮
元
と
し
て
も
理
解
さ
れ
お
り
、
そ
の
立
場
は

興
味
深
い
。 

上
之
郷 

湖
東
町
長
（
オ
サ
） 

 
 
 
 
 

同 

大
清
水
石
仏
（
オ
オ
シ
ュ
ウ
ズ
イ
シ
ボ
ト
ケ
） 

 
 
 
 
 

同 

清
水
中
（
シ
ュ
ウ
ズ
ナ
カ
） 

 
 
 
 
 

同 

北
清
水
（
キ
タ
シ
ュ
ウ
ズ
） 

 
 
 
 
 

同 

南
清
水
（
ミ
ナ
ミ
シ
ュ
ウ
ズ
） 

 
 
 
 
 

同 

西
菩
提
寺 

 
 
 
 
 

同 

勝
堂
（
シ
ョ
ウ
ド
ウ
）

※ 

 
 
 
 

愛
知
川
町
畑
田
（
ハ
タ
ケ
ダ
） 

 
 
 
 
 

同 
 

苅
間
（
カ
リ
マ
） 

 
 
 
 
 

同 
 

平
居
（
ヒ
ラ
イ
） 

豊
満
神
社
下
之
郷
の
馬
頭
人 

―
初
午
の
ビ
シ
ャ
ト
ウ
の
行
事
を
中
心
に

― 

福 

持 

昌 

之 
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中
之
郷 

愛
知
川
町
東
円
堂
（
ト
ウ
エ
ン
ド
ウ
） 

 
 
 
 
 

彦
根
市
野
良
田
（
ノ
ラ
ダ
）

※ 
宮 
元 

愛
知
川
町
豊
満
（
ト
ヨ
ミ
ツ
） 

下
之
郷 
秦
荘
町
南
野
々
目
（
ミ
ナ
ミ
ノ
ノ
メ
） 

 
 
 
 
 

同 

矢
守
（
ヤ
モ
リ
） 

愛
知
川
町
市
（
イ
チ
） 

 
 
 
 
 

彦
根
市
肥
田
登
（
ヒ
ダ
ノ
ボ
リ
） 

 
 
 
 
 
 

同 

海
瀬
（
カ
イ
ゼ
）

※ 

 
 
 
 
 
 

同 

金
沢
町
長
江
（
カ
ナ
ザ
ワ
チ
ョ
ウ
ナ
ガ
エ
） 

※
現
在
は
氏
子
か
ら
離
脱
し
て
い
る 

豊
満
神
社
の
氏
子
地
域
は
、
お
お
よ
そ
中
山
道
で
分
断
さ
れ
て
い
る
。

中
山
道
の
付
近
に
は
、
愛
知
川
宿
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
神
社
の
氏
子
地

域
、
式
内
社
で
あ
る
石
部
（
イ
ソ

ベ
）

神
社
の
氏
子
地
域
、
そ
し
て
大
隴

（
ダ

イ
ロ
ウ

）

神
社
の
氏
子
地
域
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
挟
ん
だ
形
で
存
在

す
る
、
彦
根
市
域
の
氏
子
地
域
は
、
も
と
も
と
の
大
国
荘
で
は
な
く
、

近
世
に
な
っ
て
氏
子
に
編
入
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
（

1
）

。 

 

ま
た
、
下
之
郷
の
海
瀬
は
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
頃
に
、
中
之

郷
の
野
良
田
は

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
頃
に
、
上
之
郷
の
勝
堂
は
昭

和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
大
渡
り
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
子
か
ら
離

脱
し
た
（

2
）

。 

 

大
国
荘
に
お
け
る
上
中
下
の
三
区
分
は
、
中
世
史
料
に
も
確
認
さ
れ

る
。
天
文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
四
月
一
八
日
の
「
豊
満
大
明
神
御
渡

り
次
第
」
（
豊
満
神
社
文
書
）（
3
）

は
、
「
大
国
庄
神
輿
」
「
大
国
上
庄
神

輿
」
「
大
国
下
庄
神
輿
」
と
三
つ
の
神
輿
の
お
渡
り
が
見
え
る
が
、
こ
の

う
ち
大
国
庄
が
中
庄
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（

4
）

。
し
か
し
、
中
庄
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
違
っ
た
見
方
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。 

同
文
書
に
は
、
御
渡
と
還
御
の
次
第
の
後
に
、 

右
従
先
規
至
去
年
有
来
次
第 

当
社
御
神
事
諸
役
人
渡
リ

次
第
上
下
庄
衆
及
相 

論
間
従 

 

先
規
至
去
年
有
次
第
以
一
書
申
上
候
聊
以
右

 

旨
偽
リ
申
者
忝
茂

霊
社
起
請
文
之
御
罰
可
被
蒙
者
也 

仍
論
造
状
如
件 

と
あ
り
、
祭
礼
行
列
の
諸
役
に
つ
い
て
上
庄
と
下
庄
の
間
で
相
論
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
解
決
措
置
と
し
て
従
来
ま
で
の
祭
礼
行
列
に
つ
い
て

の
記
録
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
起
請
文
と
し
て
連
署
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
連
署
は
、
前
半
部
は
い
き

な
り
国
人
層
と
み
ら
れ
る
人
物
名
、
そ
し
て
「
百
姓
衆
」
の
人
物
名
が

書
か
れ
お
り
、
後
半
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
大
国
上
之
庄
」
と
い
っ

た
表
記
が
な
い
。
当
事
者
と
し
て
上
下
両
庄
の
署
名
が
あ
る
べ
き
で
あ

る
の
で
、
前
半
部
は
下
庄
の
連
署
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
紙
背
（

5
）

に 

豊
満
祭
礼
渡
り

次
第
上
下
庄
依
相
論 

被
加
御
記
明
先
規
之
旨
上
之
庄
衆
并

中
庄 

衆
以
異
□
起
請
文
被
□
付
社
頭
江

被
篭 

之
訖
其
写
書
被
封
続
□
上
者
当
庄
上 

中
下
庄
共
仁

可
為
後
証
者
也 

と
あ
り
、
相
論
は
大
国
上
庄
と
下
庄
の
間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
起

請
文
作
成
に
関
わ
っ
て
は
中
庄
も
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
相
論
の
解
決
は
宮
元
で
あ
る
中
庄
と
上
庄
が
協
同
し

て
下
庄
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
前 
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半
部
の
み
に
み
ら
れ
る
「
神
主
」
「
菩

提

寺

神
主
」
の
人
物
名
は
、
「
百
姓

衆
」
に
含
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
満
神
社
の
神
職
と
比
定
す
る

べ
き
で
は
な
い
。
十
分
な
分
析
や
検
討
が
で
き
て
い
な
い
の
で
憶
測
の

域
を
出
な
い
が
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
大
字
レ
ベ
ル
の
神
社
に
存
在

す
る
当
番
神
主
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
の
段
階
で
、
大
国
荘

が
上
中
下
の
三
つ
に
別
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

こ
れ
よ
り
以
前
、
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
一
二
月
八
日
に
は
、
興

福
寺
東
円
堂
領
よ
り
大
国
郷
に
対
し
て
乱
妨
が
あ
っ
た
（

6
）

。
東
円
堂
は
、

現
在
の
奈
良
県
庁
か
ら
登
大
路
県
営
駐
車
場
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
興
福

寺
境
内
に
位
置
す
る
八
角
円
堂
で
あ
る
（

7
）

が
、
大
字
東
円
堂
は
そ
の

所
領
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
一
二
月
一
一
日
に
は
興
福
寺
権

別
当
職
を
持
つ
松
林
院
に
よ
っ
て
豊
満
神
社
に
梵
鐘
が
寄
進
さ
れ
て
お

り
（

8
）

、
「
東
円
堂
春
日
神
領
大
国
庄
」（
9
）

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
か
ら
康
暦
元
年
（
一
三
七

九
）
に
か
け
て
大
国
荘
が
興
福
寺
の
影
響
下
に
入
っ
て
く
る
な
か
で
、

も
と
も
と
宮
元
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
大
字
豊
満
と
、
そ
こ
に

地
理
的
に
近
い
大
字
東
円
堂
が
、
共
に
中
庄
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。 

 

二 

豊
満
神
社
の
祭
祀
と
組
織 

 

豊
満
神
社
の
春
の
例
大
祭
は
、
上
中
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
が
神
輿
を

一
基
ず
つ
担
ぎ
、
大
字
豊
満
の
集
落
の
外
れ
に
あ
る
御
旅
所
ま
で
お
渡

り
を
す
る
。
し
か
し
数
十
年
に
一
回
、
大
渡
り
・
長
渡
り
と
称
し
て
大

字
市
に
あ
る
御
旅
所
ま
で
お
渡
り
を
す
る
。
こ
の
お
渡
り
の
行
列
に
、

上
中
下
之
郷
お
よ
び
宮
元
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
馬
頭
人
一
名
が
た
て
ら
れ

る
。
馬
頭
人
は
、
お
渡
り
行
列
に
お
い
て
、
狩
衣
烏
帽
子
お
よ
び
騎
馬

に
て
参
列
す
る
大
役
で
、
豊
満
神
社
の
神
職
に
準
じ
た
扱
い
を
う
け
る

大
役
で
あ
る
。 

上
中
下
之
郷
と
馬
頭
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
（

10
）

。 

 

上
之
郷
の
馬
頭
人
は
、
大
字
長
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ

て
お
り
、
長
神
社
の
当
番
神
主
が
あ
た
る
。
一
方
、
神
輿
舁
き
は
、
上

之
郷
を
構
成
す
る
九
大
字
を
三
つ
に
分
け
、
輪
番
で
あ
た
る
。 

 

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
） 

清
水
中
・
長
・
西
菩
提
寺 

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
） 

畑
田
・
平
居
・
苅
間 

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
） 

三
清
水
※ 

※
南
清
水
・
北
清
水
・
大
清
水
石
仏
の
三
つ
の
清
水
を
指
す 

ま
た
、
お
渡
り
行
列
に
獅
子
頭
を
持
っ
て
参
列
す
る
の
は
、
大
字
清
水

中
と
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
獅
子
座
と
い
う
。 

中
之
郷
の
馬
頭
人
は
、
大
字
東
円
堂
か
ら
出
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は

大
字
愛
知
川
の
大
日
堂
の
講
中
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（

11
）

。
ま
た
、

大
字
豊
満
は
、
宮
元
と
し
て
別
に
馬
頭
人
を
出
す
。 

下
之
郷
の
馬
頭
人
は
、
大
字
市
と
大
字
矢
守
か
ら
隔
年
交
代
で
出
さ

れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
大
字
南
野
々
目
を
含
め
た
三
大
字
の
特
定
の

家
筋
に
よ
っ
て
勤
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
家
筋
で
神
社
頭
講
が
構

成
さ
れ
て
い
た
。
毎
年
二
月
の
初
午
に
頭
渡
し
の
儀
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

豊
満
神
社
に
参
詣
し
、
奉
告
祭
を
お
こ
な
う
。
こ
の
行
事
を
ビ
シ
ャ
ト

ウ
と
い
う
。 
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豊
満
神
社
の
祭
礼
に
供
奉
す
る
馬
頭
人
の
な
か
で
、
豊
満
神
社
を
巻

き
込
ん
だ
形
で
頭
渡
し
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
下
之
郷
だ
け
で

あ
る
。 

 

三 

初
午
の
神
社
頭

び

し

ゃ

と

う 

 

ビ
シ
ャ
ト
ウ
の
行
事
は
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系

25
滋
賀
県
の
地
名
』
（
平

凡
社
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（

12
）

。 

特
殊
神
事
と
し
て
二
月
初
午
の
日
の
神
社
頭
が
あ
る
。
市
と
秦
荘
町

矢
守
と
が
一
年
交
替
で
頭
人
を
決
め
、
頭
人
は
黒
衣
を
着
し
、
小
餅

三
六
五
個
と
神
酒
と
す
る
め
を
神
前
に
供
え
、
一
同
が
参
拝
す
る
。 

こ
こ
で
は
「
特
殊
神
事
」
と
い
う
表
現
が
気
に
か
か
る
が
、
国
家
神
道

化
さ
れ
て
い
な
い
、
従
来
か
ら
の
神
事
を
さ
す
言
葉
と
理
解
す
べ
き
で

あ
る
（

12
）

。 

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
は
、
大
字
矢
守
か
ら
馬
頭
人
を
出
す
年

で
あ
り
、
初
午
の
神
社
頭
の
行
事
は
二
月
二
日
（
日
曜
日
）
に
行
わ
れ

た
。
以
下
、
そ
の
時
の
様
子
を
報
告
す
る
。
な
お
、
馬
頭
人
に
当
た
る

家
は
、
現
在
、
大
字
市
は
五
軒
、
大
字
矢
守
は
二
九
軒
で
あ
り
、
後
者

の
ほ
う
が
複
雑
な
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

初
午
の
数
日
前
、
馬
頭
人
に
当
た
る
人
の
家
で
は
、
直
径
四
セ
ン
チ

高
さ
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
餅
を
作
る
。
こ
れ
は
、
セ
ン
リ
キ
ノ
モ
チ
（
千

力
餅
）
と
い
い
、
か
つ
て
は
一
年
三
六
五
日
の
日
供
を
一
時
に
供
え
る

も
の
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
特
に
数
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の

餅
を
作
る
の
は
、
男
性
だ
け
と
き
ま
っ
て
お
り
、
馬
頭
人
の
家
族
で
あ

っ
て
も
女
性
は
携
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
大
字
矢
守
の
世
話
番
の
男
性 

図１ センリキノモチ（千力餅）を三方に盛る  
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が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
日
を
調
整
し
、
男
手
を
揃
え
て
作
る
。
こ
の

年
は
、
話
し
合
い
の
結
果
、
一
月
三
〇
日
（
木
曜
日
）
の
夕
方
に
お
こ

な
わ
れ
た
。
餅
米
は
二
升
用
意
し
、
セ
ン
リ
キ
ノ
モ
チ
を
三
〇
〇
個
程

つ
く
っ
た
と
い
う
。
大
字
市
の
当
番
だ
っ
た
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）

は
、
セ
ン
リ
キ
ノ
モ
チ
は
餅
屋
に
注
文
し
て
作
ら
せ
た
と
い
う
。
な
お
、

ビ
シ
ャ
ト
ウ
の
後
に
頂
く
セ
ン
リ
キ
ノ
モ
チ
の
お
下
が
り
は
、
食
べ
る

と
、
妊
婦
は
安
産
を
得
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

初
午
の
当
日
、
二
月
二
日
（
日
曜
日
）
午
前
七
時
半
頃
、
新
馬
頭
人

と
大
字
矢
守
の
宮
参
り
番
（
六
人
）
が
豊
満
神
社
に
集
ま
る
。
新
馬
頭

人
は
、
昨
年
の
神
社
頭
の
日
に
預
か
っ
た
文
書
箱
を
持
参
す
る
。
豊
満

神
社
の
神
職
も
、
同
席
す
る
。
馬
頭
人
に
当
た
ら
な
い
大
字
市
の
人
た

ち
は
準
備
に
も
携
わ
ら
な
い
た
め
八
時
頃
に
な
ら
な
い
と
集
ま
ら
な
い

が
、
衣
装
は
昨
年
の
馬
頭
人
が
持
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
は
準
備

中
に
届
け
に
来
る
。
馬
頭
人
の
衣
装
は
、
他
の
郷
は
浅
黄
色
な
ど
を
し

て
い
る
が
下
之
郷
は
黒
色
を
し
て
お
り
、
別
格
で
あ
る
と
い
う
。 

神
饌
と
し
て
、
セ
ン
リ
キ
ノ
モ
チ
と
す
る
め
、
御
神
酒
を
拝
殿
に
供

え
、
馬
頭
人
は
衣
装
を
着
替
え
る
。 

 

午
前
八
時
頃
に
な
る
と
、
大
字
市
の
人
た
ち
も
あ
つ
ま
り
、
社
頭
で

神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
。
大
字
市
は
馬
頭
人
に
あ
た
る
家
筋
が
少
な
い

た
め
、
そ
の
全
員
が
参
加
す
る
。
拝
殿
で
は
、
本
殿
に
向
か
っ
て
右
側

に
矢
守
の
人
た
ち
が
、
左
側
に
市
の
人
た
ち
が
座
る
。
神
職
に
よ
る
祓

詞
、
祝
詞
な
ど
が
あ
り
、
玉
串
奉
奠
で
社
頭
で
の
神
事
は
終
了
す
る
。 

社
務
所
に
戻
る
と
、
馬
頭
人
は
衣
装
を
着
替
え
、
セ
ン
リ
キ
ノ
モ
チ

と
す
る
め
を
両
字
の
人
た
ち
に
配
分
す
る
。
そ
の
後
、
一
同
会
し
て
、

「
神
社
頭
初
午
順
番
控
帳
」
に
今
年
分
を
記
入
・
交
合
し
、
文
書
箱
に 

図２ 拝殿における神事の様子（手前が大字市、奥が大字矢守の人たち）  
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図３  神事帳の記入および交合（社務所にて）  

図４ 直会で伊勢音頭の場面（矢守草の根ハウス）  
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収
め
、
そ
れ
を
翌
年
に
馬
頭
人
を
つ
と
め
る
市
の
人
に
預
け
、
解
散
と

な
る
。
こ
の
文
書
箱
は
、
つ
ね
に
翌
年
の
馬
頭
人
が
預
か
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
一
年
後
の
初
午
の
神
社
頭
に
は
、
そ
の
ま
た
次
の
馬
頭
人

に
渡
す
。 

 

解
散
後
、
大
字
矢
守
の
人
た
ち
は
一
一
時
に
矢
守
の
草
の
根
ハ
ウ
ス

に
集
ま
る
。
こ
こ
で
は
、
矢
守
の
初
午
講
の
事
務
引
継
ぎ
と
直
会
が
お

こ
な
わ
れ
る
。
直
会
の
宴
が
た
け
な
わ
に
な
る
と
、
手
拍
子
で
伊
勢
音

頭
が
歌
わ
れ
る
。 

 

直
会
の
会
場
は
、
上
の
座
敷
の
三
方
に
幕
を
張
り
、
上
座
と
す
る
。

中
央
に
馬
頭
人
、
左
右
に
は
年
齢
順
に
初
午
講
の
構
成
員
が
順
々
に
座

る
。
こ
の
幕
は
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
馬
頭
人
に
当
た
っ
た

人
が
、
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
直
会
の
会
場
は
馬
頭
人
宅
で

あ
り
、
幕
の
長
さ
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
調
製
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
す

な
わ
り
、
上
の
座
敷
の
正
面
は
半
分
が
仏
壇
、
半
分
が
床
の
間
で
あ
る

の
で
、
正
面
は
床
の
間
を
出
し
、
仏
間
を
隠
す
形
で
張
っ
た
と
い
う
。

そ
の
ま
ま
、
座
敷
の
隅
で
折
り
曲
げ
て
下
の
座
敷
ま
で
側
面
の
襖
に
沿

っ
て
張
っ
た
と
い
う
。 

こ
の
行
事
の
行
わ
れ
る
初
午
の
日
は
、
日
曜
日
と
は
限
ら
な
い
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
、
大
字
市
と
矢
守
と
で
協

議
が
あ
り
、
翌
一
五
年
か
ら
は
、
初
午
に
近
い
日
曜
日
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
年
は
、
初
午
で
あ
る
二
月
二
日
が
た

ま
た
ま
日
曜
日
だ
っ
た
。 

 

一
方
、
頭
人
を
出
さ
な
か
っ
た
大
字
市
で
も
、
直
会
は
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
ヒ
バ
ン
（
被
番
）
と
い
い
、
大
字
矢
守
は
、

翌
年
が
ヒ
バ
ン
と
な
る
。 

 

四 

神
社
頭
中
間
と
初
午
講 

 

翌
年
の
馬
頭
人
に
預
け
ら
れ
る
文
書
箱
に
は
、
記
名
・
交
合
に
使
わ

れ
る
「
神
社
頭
初
午
順
番
控
帳
」
を
含
め
次
の
三
点
の
文
書
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。 

１ 

神
社
頭
初
午
順
番
控
帳 

神
社
頭
中
間 

（
自 

寛
文 

二 

年
） 

２ 

神
社
頭
初
午
順
番
控
帳 

神
社
頭
中
間 

（
自 

明
治
四
一
年
） 

３ 

神
社
頭
初
午
順
番
控
帳 

神
社
頭
中
間 

（
自 

平
成
一
二
年
） 

文
書
箱
に
は
、
本
体
・
蓋
と
も
に
箱
書
は
み
あ
た
ら
ず
、
い
つ
か
ら
こ

の
よ
う
な
形
で
回
し
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。
た
だ
、
大
字
矢
守
と
大
字
市
の
両
方
で
、
神
社
頭
中
間
が
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

ま
た
、
矢
守
の
文
書
と
し
て
、 

 

Ａ 

当

番

被

番 

初
午
講
収
支
明
細
帳 

初
午
講 

（
自 

昭
和
三
二
年
） 

 

Ｂ 

初
午
講 

頭

人

当

番

・

臨

時

当

番

宮 

参 

番

・

世 

話 

番 

各
年
繰
出
帳 

Ｃ 

神
社
頭
初
午
順
番
扣
帳 

神
社
頭
中
間 

（
自 

寛
文
二
年
） 

 

Ｄ 

寛
文
弐
年 

神
社
頭
當
番
并
御
年
貢
諸
事
留
帳 

 

Ｅ 

豊
満
神
社
御
旅
所
社
標
建
設
篤
志
扣 

初
午
講
中 

 
 

 
 

 

（
大
正
六
年
三
月
） 

 
Ｆ 

誓
約
証
（
写
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
明
治
四
一
年
） 

の
六
点
が
あ
り
、
「
明
治
弐
拾
七
年
新
調 

神
社
頭
講
函 

講
中
／
神
社

頭
講
中
」
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
菓
子
箱
な
ど
を
再
利
用
し

た
紙
箱
に
、
便
宜
上
い
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
文
書
群
の
存
在
か
ら
は
、
こ
の
行
事
は
寛
文
二
年
（
一
六
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六
二
）
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
字
で
初
午
講
が

組
織
さ
れ
、
ふ
た
つ
の
初
午
講
の
講
員
を
合
わ
せ
た
形
で
、
神
社
頭
中

間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
神
社
頭
中
間

は
、
Ｆ
の
「
誓
約
書
（
写
）
」
で
は
、
神
社
頭
講
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（

14
）

。 

な
お
、
馬
頭
人
を
出
す
年
を
ト
ウ
バ
ン
、
出
さ
な
い
年
を
ヒ
バ
ン
と

い
う
が
、
矢
守
の
文
書
Ａ
お
よ
び
Ｂ
の
表
題
か
ら
、
「
当
番
」
「
被
番
」

の
字
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ヒ
バ
ン
を
臨
時
当
番
と
も
呼
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
字
市
で
は
、
初
午
講
は
五
軒
の
家
で
構

成
し
て
い
る
が
、
大
字
矢
守
で
は
二
十
九
軒
で
構
成
し
て
い
る
。
し
か 

し
以
前
は
、
矢
守
は
三
軒
の
家
と
決
ま
っ
て
い
た
。 

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
二
四
日
に
作
成
さ
れ
た
「
神
社
頭

初
午
順
番
控
帳 

神
社
頭
中
間
」
（
２
の
史
料
）
に
は
、 

神
社
頭
宗
家
ハ
拾
五
軒
ニ
シ
テ
歴
世
大
神
ノ
御
神
饌
シ
奉
仕
致

シ
居
リ
候
ニ
付
キ
テ
ハ
将
来
其
旨
ヲ
奉
載
シ
テ
子
々
孫
々
ニ
至
ル

迄
堅
ク
神
明
ニ
誓
フ
モ
ノ
ト
ス 

誓 

文 

今
般
相
方
立
会
ノ
上
此
ノ
帳
帳
簿
ヲ
制
冊
シ
旧
来
使
用
セ
シ
台

帳
弐
冊
ハ
永
世
貴
重
品
ト
シ
テ
保
管
持
維
致
候
ニ
付
キ
ハ
以
後
此

台
帳
ノ
外
神
社
頭
ニ
ハ
別
冊
帳
簿
ハ
無
之
候
ニ
付
キ
毀
損
ナ
キ
様

大
切
ニ
取
扱
ノ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
候
也 

明
治
四
十
一
年
二
月
廿
四
日 

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
馬
頭
人
の
権
利
を
有
す
る
家
筋
一
五
軒
を

「
神
社
頭
家
宗
家
」
と
表
現
し
、
豊
満
の
神
に
対
し
て
御
神
饌
（
お
そ

ら
く
千
力
餅
）
を
饗
応
す
る
職
能
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
二
十
四
日
に
製
作
さ
れ
た

「
誓
約
証
（
写
）
」
（
Ｆ
の
史
料
）
で
は
、 

往
古
ヨ
リ
式
ノ
如
ク
大
宮
下
之
郷
頭
人
相
當
相
勤
ノ
来
リ
候
処
明

治
中
年
ニ
於
テ
講
員
中
些
カ
紛
議
相
生
候
為
メ
全
部
ノ
交
際
ヲ
欠

キ
居
候
処
今
般
相
方
ヨ
リ
講
員
中
代
表
者
ヲ
撰
定
シ
熟
議
ノ
上
左

記
条
項
ヲ
相
定
候
事 

第
壱
条 

下
之
郷
神
社
頭
ハ
其
ノ
系
統
正
シ
ク
宗
家
拾
五
軒
ノ
処

大
字
市
七
軒
大
字
矢
守
五
軒
大
字
南
野
々
目
参
軒
ト
ス 

と
あ
り
、
①
明
治
の
中
頃
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
行
事
が
中
断
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
②
神
社
頭
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
市
の
七
軒
、

矢
守
の
五
軒
、
南
野
々
目
三
軒
、
合
わ
せ
て
十
五
軒
の
「
宗
家
」
で
あ

る
こ
と
、
③
当
面
の
間
、
南
野
々
目
は
神
社
頭
を
受
け
な
い
こ
と
、
が

分
か
る
。 

こ
の
七
軒
・
五
軒
・
三
軒
の
一
五
軒
の
順
番
は
、
「
神
社
頭
初
午
順
番

扣
帳
」
（
Ｃ
の
史
料
）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
あ
っ
た
（

15
）

。 

寛
文
弐
年 

 
 
 

寅
二
月
二
日 

 
 
 
 

初
午
之
順
次 

寛
文 

弐 

年  

市 

村 

 

〃 

三 

年  

市 

村 

 

〃 

四 

年  

市 

村 

 

〃 

五 

年  

矢
守
村 

 
〃 

六 

年  

市 

村 

 

〃 
七 

年  

野
々
目
村 

 

〃 

八 
年  

市 

村 
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〃 

九 

年  

市 

村 

 

〃 

十 

年  

矢
守
村 

 
〃
十
一
年  

矢
守
村 

 

〃
十
二
年  

野
々
目
村 

 

〃
十
三
年  

野
々
目
村 

延
寶 

元 

年  

市 

村 

 

〃 

三 

年  

矢
守
村 

 

〃 

四 

年  
矢
守
村 

（
月
日
と
人
名
は
省
略
し
た
） 

こ
う
い
っ
た
順
序
は
、
近
世
後
期
に
は
崩
れ
始
め
、
明
治
に
入
る
と

「
野
々
目
分
」
と
し
て
矢
守
は
勤
め
る
例
（

16
）

が
見
え
て
く
る
。
そ
の

理
由
が
何
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
誓
約
証
（
写
）
」（
Ｆ
の
史
料
）

に
見
え
る
「
紛
議
」
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
う
い
っ
た
家
数
が
決
ま
っ
て
い
る
講
組
織
は
、
長
男
だ
け
が
そ
の

株
を
相
続
す
る
形
を
と
る
が
、
大
字
矢
守
で
は
、
分
家
も
初
午
講
に
入

れ
る
よ
う
改
革
が
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（

17
）

。
そ
の
結
果
、
馬
頭

人
と
共
に
奉
告
祭
に
参
列
す
る
宮
参
番
や
字
で
の
直
会
の
準
備
に
あ
た

る
世
話
番
を
新
た
に
設
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

現
在
、
大
字
矢
守
で
は
、
①
馬
頭
人
（
ト
ウ
バ
ン
）
と
ヒ
バ
ン
、
②

宮
参
り
番
、
③
世
話
番
は
、
と
も
に
集
落
の
家
並
び
を
基
準
と
し
た
輪

番
制
を
と
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
順
番
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
①
は

一
人
、
②
と
③
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〜
六
人
づ
つ
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
で

進
む
軒
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
当
然
、
①
②
③
が
重
な
っ
て
当
た
る
場

合
も
あ
る
。
②
③
が
重
な
っ
た
場
合
は
兼
任
す
る
が
、
①
が
当
た
っ
た

場
合
は
そ
れ
が
優
先
と
な
り
②
③
は
飛
ば
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（

18
）

。 

 

五 

ビ
シ
ャ
ト
ウ
行
事
の
変
遷 

 

ビ
シ
ャ
ト
ウ
行
事
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。

近
世
の
様
子
に
つ
い
て
は
「
神
社
頭
初
午
順
番
扣
帳
」
（
Ｃ
の
史
料
）
に

「
二
月
初
午
振
舞
之
事
」
と
し
て
若
干
の
記
述
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。 

一
振
舞
者
一
汁
一
菜 

 

酒
ハ
お
り
へ
ニ
三
ボ
ん 

右
之
通
り
相
極
メ
申
候
間 

無
之
相
違
當
日
ヲ
相
勤
メ 

可
申
者
也
依
テ
如
件 

 

寛
文
弐
年 

 
 

寅
二
月
二
日 

し
か
し
、
こ
れ
以
降
の
詳
細
は
、
明
治
時
代
に
入
る
ま
で
不
明
で
あ

る
。
先
述
の
「
誓
約
証
（
写
）
」
に
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
段
階

の
ビ
シ
ャ
ト
ウ
行
事
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

第
参
条 

祭
典
式
后
當
家
ニ
於
ケ
ル
参
列
員
ハ
神
官
巫
覡
供
ニ
テ

参
人
並
ニ
参
列
講
員
ト
ス 

第
四
条 

大
宮
ニ
於
ケ
ル
祭
典
式
ハ
午
前
七
時
終
了
ニ
就
キ
講
員

集
合
ヲ
午
前
八
時
ト
シ
退
散
ハ
正
午
拾
弐
時
ト
ス 

第
五
条 

装
束
並
帳
簿
ノ
受
渡
ハ
集
合
ノ
際
神
官
講
員
ノ
上
ニ
テ

引
キ
継
ギ
可
キ
コ
ト 

第
六
条 

頭
受
ハ
装
束
並
ニ
帳
簿
引
継
受
領
ノ
上
講
員
一
同
着
席

次
イ
デ
頭
受
ノ
式
ト
シ
配
膳
ノ
前
ニ
行
フ
モ
ノ
ト
ス 

明
治
末
期
に
は
、
豊
満
神
社
の
神
前
に
お
け
る
神
事
は
、
午
前
七
時
に
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終
了
す
る
よ
う
、
早
朝
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
神
事
の
後
、
頭
渡

り
（
頭
受
）
が
あ
り
、
豊
満
神
社
の
神
職
お
よ
び
講
員
が
立
会
い
の
下

で
装
束
と
帳
簿
の
受
け
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
八
時
か
ら
正

午
ま
で
直
会
が
行
わ
れ
た
。
「
頭
受
ノ
式
ト
シ
配
膳
ノ
前
ニ
行
フ
モ
ノ

ト
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
会
の
直
前
に
、
新
し
い
馬
頭
人
の
家
で

受
け
渡
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

豊
満
神
社
下
之
郷
の
ビ
シ
ャ
ト
ウ
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
は
、

頭
人
就
任
の
「
奉
告
祭
」
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

以
外
に
年
頭
の
行
事
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
要
素
が
複
合
し
て
い
る
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。 

馬
頭
人
が
、
餅
に
か
か
わ
る
職
能
を
持
ち
、
そ
れ
を
神
前
に
奉
納
す

る
こ
と
は
、
近
江
の
オ
コ
ナ
イ
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
修
正
会
・
修
二
会

に
み
ら
れ
る
荘
厳
の
壇
供
餅
に
も
通
じ
る
。
馬
頭
の
家
で
直
会
を
す
る

ス
タ
イ
ル
も
、
オ
コ
ナ
イ
行
事
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（

19
）

。 

ま
た
、
ビ
シ
ャ
ト
ウ
と
い
う
呼
び
名
は
、
各
地
の
神
社
で
行
わ
れ
る

年
頭
の
弓
始
の
行
事
「
オ
ビ
シ
ャ
」
「
ビ
シ
ャ
」
に
通
じ
る
。
弓
始
は
、

も
と
も
と
武
家
の
年
中
行
事
に
起
源
を
持
つ
が
、
各
地
で
吉
凶
を
占
っ

た
り
、
邪
鬼
を
払
っ
た
り
す
る
呪
術
的
な
意
味
を
も
っ
て
行
事
と
し
て

続
け
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
で
、
愛
知
川
の
水
利
に
か
か
わ
る
、
愛
知
川
流
域
の
祭
祀
組
織

の
重
層
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
行
事
で
も
あ
る
（

20
）

。
下
之
郷
の
馬
頭
人
の

衣
装
は
、
上
之
郷
・
中
之
郷
の
馬
頭
人
と
は
色
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

格
が
上
で
あ
る
と
い
う
伝
承
も
あ
っ
た
。
大
渡
り
の
御
旅
所
が
大
字
市

に
あ
る
こ
と
や
、
上
之
郷
・
中
之
郷
で
は
、
こ
の
よ
う
な
馬
頭
人
の
奉

告
祭
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
ビ
シ
ャ
ト
ウ
行
事
が
下
之
郷

で
始
め
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
意
味
に
つ
い
て
、
解
明
す
べ
き
余
地

が
あ
ろ
う
。 

湖
東
地
域
に
お
け
る
こ
う
い
っ
た
社
寺
の
年
中
行
事
の
調
査
は
ま
だ

端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
当
面
の
課
題
と
し
て
①
オ
コ
ナ
イ
を

含
め
た
年
頭
の
諸
行
事
へ
の
位
置
づ
け
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
②
愛
知

川
の
水
利
に
か
か
わ
る
、
愛
知
川
流
域
の
祭
祀
組
織
の
地
理
的
な
重
層

性
の
解
明
が
、
課
題
で
あ
ろ
う
。 

 

註 （
１
） 

杉
立
繁
雄
『
豊
満
神
社
と
祭
礼
―
古
式
祭
を
中
心
に
―
』
（
私
家
版 

一
九
八
一
）
に
よ
る
と
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
の
氏
子
吟
味

に
よ
っ
て
、
肥
田
郷
四
ヶ
村
が
編
入
さ
れ
た
と
い
う
。 

（
２
） 

宮
司
の
豊
満
智
久
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。 

（
３
） 

愛
知
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
室
目
録
番
号
（
以
下
番
号
）
Ａ-

３-

２-

２
。
な
お
、
中
川
泉
三
編
『
近
江
愛
智
郡
志
』
（
滋
賀
県
愛
智

郡
教
育
会 

一
九
二
九
）
に
も
大
部
分
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
一
五
日
〜
二
月
九
日
に
、
愛
知
川

町
び
ん
て
ま
り
の
館
で
開
催
し
た
企
画
展
「
資
料
で
た
ど
る
愛
知
川

町
の
あ
ゆ
み
」
に
際
し
て
作
成
し
た
全
文
翻
刻
は
、
本
誌
収
録
の
「
中

世
文
書
か
ら
見
た
豊
満
神
社
」
に
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
４
） 

杉
立
前
掲
書
。
な
お
、
大
字
豊
満
の
中
心
部
分
の
小
字
名
が
「
大
国
」

で
あ
る
こ
と
も
、
傍
証
と
な
ろ
う
。 
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（
５
） 

こ
の
紙
背
の
記
述
は
奥
裏
に
あ
り
、
お
そ
ら
く
端
か
ら
巻
き
取
ら
れ

て
い
た
こ
の
文
書
の
、
由
緒
に
つ
い
て
の
メ
モ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
本
誌
収
録
「
中
世
文
書
か
ら
見
た
豊
満
神
社
」
を
参
照
。 

（
６
） 
『

日

本

歴

史

地

名

大

系

25
滋

賀

県

の

地

名

』
（

平

凡

社 

一

九

九

一
）
の
「
大
国
庄
」
の
項
に
よ
る
。 

（
７
） 

『
奈
良
県
大
般
若
経
調
査
報
告
書 

本
文
編
』
（
奈
良
県
教
育
委
員

会 

一
九
九
二
年
）
所
載
の
近
世
期
の
興
福
寺
境
内
図
を
参
照
。 

（
８
） 

従
来
、
こ
の
松
林
院
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
大
国

庄
付
近
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
原
因
の

一
つ
に
こ
の
梵
鐘
の
銘
文
「
興
福
寺
権
別
松
林
院
」
が
今
日
ま
で
「
興

福
寺
推
別
松
林
院
」
と
誤
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
権

別
」
は
権
別
当
職
を
指
し
、
通
常
は
興
福
寺
内
の
子
院
が
持
つ
と
考

え
ら
れ
る
。 

（
９
） 

愛
知
川
町
大
字
東
円
堂
の
東
漸
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
な
お
、
銘
文

の
拓
本
が
、
豊
満
神
社
文
書
（
番
号
Ａ-

５-

１
）
に
あ
る
。 

（

10
） 

杉
立
前
掲
書
を
参
照
し
た
。 

（

11
） 

な
お
、
大
日
堂
は
、
豊
満
神
社
の
神
宮
寺
（
現
、
宝
満
寺
）
が
浄
土

真
宗
に
転
宗
し
た
際
に
不
用
と
な
っ
た
本
尊
大
日
如
来
を
有
志
で
祀

っ
た
仏
堂
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

（

12
） 

『

日

本

歴

史

地

名

大

系

25
滋

賀

県

の

地

名

』
（

平

凡

社 

一

九

九

一
）
の
「
豊
満
神
社
」
の
項
に
よ
る
。
な
お
、
杉
立
前
掲
書
で
は
、

大
字
市
、
矢
守
、
南
野
々
目
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
行
事
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。 

（

13
） 

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
制
定
の
神
社
祭
式
以
後
、
祈
年
祭
・
新
嘗

祭
な
ど
が
全
国
標
準
と
し
て
の
祭
祀
と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
方
で
、
神
社
固
有
の
古
伝
祭
祀
を
指
す
語
と
し
て
、
普

遍
で
な
い
「
特
殊
」
な
神
事
と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
特
別

な
行
事
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
国
家
神
道
化
さ
れ
て
い
な
い
、
従
来

の
神
事
を
さ
す
言
葉
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
、
行
事
だ
け
で
な
く
、

神
饌
も
現
在
は
画
一
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
神
社
特
有

の
伝
統
を
守
っ
た
神
饌
を
、
「
特
殊
神
饌
」
と
い
う
の
も
、
同
じ
視

点
に
立
っ
た
表
現
で
あ
る
。
な
お
、
戦
前
の
「
特
殊
神
事
」
に
つ
い

て
の
全
国
的
な
資
料
と
し
て
、
『
神
祇
院
事
務
資
料 

官
國
幣
社
特
殊

神
事
調
』
（
神
祇
院 

一
九
四
一
）
が
あ
る
。 

（

14
） 

Ｆ
「
誓
約
書
（
写
）
」
の
末
尾
に
は
、 

右
之
条
々
神
官
立
会
ノ
上
相
定
メ
候
ニ
付
キ
テ
ハ
相
方
代
表

者
ハ
記
名
捺
印
シ
決
シ
テ
相
違
ナ
キ
様
堅
ク
相
守
可
申
候

依

テ
誓
約
書
如
件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
社
頭
講
員 

明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
四
日 

市
村
代
表
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

某
※
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

某
※
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

某
※
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
守
代
表
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

某
※
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

某
※
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

某
※
（
印
） 

本
冊
ハ
豊
満
神
社
ニ
有
之
候
依
テ
茲
ニ
写
シ
置
ク
モ
ノ
ト
ス 

※
人
名
は
省
略 

と
あ
り
、
初
午
講
が
神
社
頭
講
の
下
部
組
織
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
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題
で
あ
る
。 

（

15
） 

こ
の
順
番
表
は
、
延
宝
へ
の
改
元
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

寛
文
二
年
の
段
階
で
決
め
ら
れ
た
予
定
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

（

16
） 
「
神
社
頭
初
午
順
番
扣
帳
」
（
Ｃ
の
史
料
）
に
よ
る
と
、
南
野
々
目
が

最
後
に
馬
頭
人
を
勤
め
た
の
は
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
で
あ

る
。
そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九

五
）
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
は
、
「
南
野
々
目
分
」
と
し
て
矢

守
の
住
人
が
勤
め
て
い
る
。 

（

17
） 

大
字
矢
守
の
辻
重
昭
氏
（
馬
頭
人
）
ほ
か
、
当
日
お
集
ま
り
な
さ
っ

た
皆
様
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。 

（

18
） 

同
右 

（

19
） 

湖
東
地
域
の
オ
コ
ナ
イ
行
事
に
つ
い
て
、
中
澤
成
晃
「
彦
根
地
方
の

オ
コ
ナ
イ
―
彦
根
藩
の
宗
教
政
策
―
」
（
中
澤
成
晃
『
近
江
の
宮
座
と

オ
コ
ナ
イ
』
岩
田
書
院 

一
九
九
五
年
。
た
だ
し
、
初
出
は
一
九
六

五
年
）
は
、
彦
根
藩
が
農
村
の
祭
り
の
奢
侈
を
禁
じ
、
さ
ら
に
、
井

伊
家
入
部
以
前
の
―
す
な
わ
ち
石
田
三
成
時
代
の
遺
風
を
払
拭
し
よ

う
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
民
俗
行
事
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
と
理
解
し

て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
権
力
が
目
指
し
た
こ
と
は
、
逆
に
そ
れ
だ

け
民
衆
の
力
が
強
か
っ
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
豊
満
神
社
の
ビ

シ
ャ
ト
ウ
は
、
オ
コ
ナ
イ
と
い
う
呼
称
で
は
な
い
も
の
の
、
共
通
点

を
持
つ
。
お
そ
ら
く
、
中
澤
が
指
摘
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
「
同
地

方
が
民
俗
調
査
の
盲
点
に
な
っ
て
い
た
」
こ
と
が
正
し
い
。 

   

（

20
） 

愛
知
川
流
域
の
重
層
的
な
祭
祀
の
研
究
に
、
橋
本
章
「
灌
漑
水
利
関

係
に
よ
る
多
集
落
間
祭
祀
の
擬
似
性
―
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
東
町
上
岸

本
及
び
同
郡
湖
東
町
中
岸
本
の
事
例
か
―
」
（
『
京
都
民
俗
』
一
七 

一
九
九
九
）
が
あ
る
。
ま
た
、
豊
満
神
社
の
氏
子
圏
に
隣
接
す
る
湖

東
町
北
菩
提
寺
に
鎮
座
す
る
押
立
神
社
も
、
押
立
郷
一
七
ヶ
村
の
総

社
で
あ
り
、
か
つ
六
〇
年
に
一
度
の
大
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る

点
で
興
味
深
い
。
ド
ケ
祭
に
関
す
る
唯
一
の
記
述
は
森
容
子
「
押
立

神
社
古
式
祭
ド
ケ
祭
に
つ
い
て
」
（
木
村
至
宏
編
『
近
江
の
歴
史
と
文

化
』
思
文
閣
出
版 

一
九
九
五
）
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
近
世
〜

明
治
の
文
献
史
料
に
よ
る
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
四

六
年
（
一
九
七
一
）
に
行
わ
れ
た
際
の
史
料
は
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、

中
澤
（
註

19
参
照
）
の
言
う
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
祭
祀
に
関
す
る

民
俗
調
査
は
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。 

  

付
記 

 

調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
、
豊
満
神
社
宮
司
豊
満
智
久
氏
、
二
〇
〇
三
年
の
馬

頭
人
の
辻
重
昭
氏
、
大
字
市
お
よ
び
大
字
矢
守
の
皆
様
に
は
、
貴
重
な
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
み
な
ら
ず
、
史
料
の
閲
覧
に
も
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
特
殊
神
事
に

関
す
る
理
解
に
は
、
福
原
敏
男
氏
よ
り
多
大
な
る
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

   




